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なお、直近では、国際会計基準審議会（IASB: International Accounting 
Standards Board ）によって、保険契約の会計基準である IFRS 17
（International Financial Reporting Standard 17: 国際財務報告基準第 17 号）
（IASB [2017]）が公表された。そこで規定されている保険負債の測定方法は、




















この金額を VCE と表記する 8)。VCE は、割引計算を意味する分母を（1＋利子
率）と表現すると、2.1.1 式のようになる。利子率は貨幣の時間価値を反映して
いる。割り引く期間を示す累乗の指数はケースにより異なるため、ここでは省











価値を VCE0 とすると、つぎのような処理がなされる 10)。 
［保険負債 VCE0／資本 VCE0］ 
VCE0 というのは、保険負債の測定値であると同時に、保険者の主観価値と
しての資本 11)の測定値でもある。保険者の資本は、保険契約期間中に亘って、


















































―    保険負債 －VCE0 





と、つぎの図表 1 のようになる。 
 




― 保険負債 0   ― 保険負債 -VCE0 
(＝-VCE0＋VCE0)    保険負債 VCE0 
― 保険負債 -VCE0 
    期待超過利益 VCE0 















































の第 2～4 項は、プラスの符号となる 25)。 
ここで、2.2.1 式の第 1～3 項は、2.1.1 式にマイナスの符号を付したもので













この式の第 1～3 項は、2.1.1 式より、保険契約締結時点では－VCE0 と表現さ








有価証券 －VCE0  ―  → ［有価証券 0／― ］ 




いて、図表 2 のように整理される。 
 




有価証券 0  保険負債 0 有価証券 0  保険負債 -VCE0 
             期待超過利益 VCE0 






保険契約期間が開始され 27)、第 1 期首に保険料を受領し、すぐに有価証券に















例えば、保険契約締結後、第 1 期の期首に受領する保険料を P1 とし、また、
各勘定に適用される利子率を、単純化のため一律に i とする。第 1 期首に保険
料を受領し、これを債券などの有価証券に投下すると、有価証券の測定値は、
保険契約締結時点における 0（＝－VCE0＋VCE0）から、保険料 P1 の有価証券
への投下により期待が事実へと変化したことに伴い P1 が有価証券から剥落す
るため、P1（＝（－VCE0＋P1）＋VCE0）になる。また、保険契約締結時点に
おいて、－VCE0 で測定されていた保険負債について、保険料 P1 の受領により
期待が事実へと変化し、変化した部分 P1 が保険負債から剥落するから、その測
定値は－VCE0＋P1 となる。 
そして、第 1 期末には、有価証券は 1 期間分の利息が生じることにより増加
する。 
［有価証券 i（－VCE0＋P1）＋iVCE0／利息 i（－VCE0＋P1）＋iVCE0］  
（→［有価証券 iP1／利息 iP1］） 
同様に、保険負債は、第 1 期末には時の経過に伴い利息が生じることにより増
加する。 
［利息 i（－VCE0＋P1）／保険負債 i（－VCE0＋P1）］ 
さらに、期待超過利益についても、第 1 期末には時の経過に伴い利息が生じる
ことにより増加する。 















有価証券 i(-VCE0+P1)+iVCE0 利息 i(-VCE0+P1)+iVCE0 




有価証券 i(-VCE0+P1)+iVCE0 利息 i(-VCE0+P1)+iVCE0 
利息 i(-VCE0+P1) 保険負債 i(-VCE0+P1) 
利息 iVCE0  期待超過利益 iVCE0 
↓ 
認識される利息の金額：0 
有価証券 i(-VCE0+P1)+iVCE0 利息 i(-VCE0+P1)+iVCE0 















への投下時に P1（＝（－VCE0＋P1）＋VCE0）で測定され、その後 1 期間の経
過による利息の発生で、第 1 期末には、利息分 iP1（＝i（－VCE0＋P1）＋iVCE0）
だけ増加する。また、保険負債は、第 1 期首の保険料受領時には、その受領額


































遂行に対する報酬について、正常利益部分を RP1、超過利益部分を SP1 とする
と、第 1 期の期末の会計処理は以下のようになる。 
［保険負債 RP1／報酬（純利益） RP1］ 
30 
［期待超過利益（OCI） SP1／報酬（純利益） SP1］ 
川﨑［2014］56～58 頁では、保険者の報酬に関する、経済上の処理と従来
の会計上の処理について検討しているが、これらと、会計上保険負債を経済価
値で測定する場合の処理とを比較すると、つぎの図表 4 のようになる。 
 




保険負債 RP1  報酬（純利益） RP1 
保険負債 SP1  報酬（純利益） SP1 
保険負債 RP1  報酬（純利益） RP1 
期待超過利益（OCI）SP1  報酬（純利益） SP1 








































図表 5 期待超過利益に関する経済上と会計上の考え方の相違 
 会計上 経済上 
保険契約締結時点の期待超過利益 将来＊1の利益 資本 























捉え方 一つの要素 一つの要素 残余概念 
保険契約締結時 保険負債の一部 その他の包括利益 資本 





































































































各期首に入金される 1 契約あたりの一定額の保険料を p とする。契約利子率
を i とすると、p は、以下の式を解いて算出される。 
36 
p×1 期首契約件数+p×2 期首残存契約件数/(1+i) 
=1 期の保険金額及び報酬/(1+i)+2 期の保険金額及び報酬/(1+i)2 …3.1.1 
3.1.1 式の左辺の第 1 項（1 期首入金の保険料）を P1、第 2 項の分子（2 期首
入金の保険料）を P2、右辺の第 1 項の保険金額を S1、第 2 項のそれを S2 とす
る。また、各期の保険者の報酬を正常利益と超過利益に分解して、それぞれを





0 時点 ≒ 1 期首      1 期末 ≒ 2 期首      2 期末 
契約締結  契約開始                   契約終了 





有価証券 0  保険負債 –VCE0 
      期待超過利益（OCI） VCE0 
 
まず、貸方の保険負債と期待超過利益から検討を行う。－VCE0 は、貨幣の
時間価値を示す利子率を i とすると、つぎの式により算定される 32)。 
-VCE0=-{P1-S1/(1+i)-RP1/(1+i)}-{P2/(1+i)-S2/(1+i)2-RP2/(1+i)2} …3.1.3 
これが、保険契約締結時点の保険負債の測定値である。VCE0 は、当該時点の
保険契約の経済価値を意味する。そして、1 期間経過後の第 1 期末には、保険
負債は－VCE1 で測定される。これは、以下の式により算定される。VCE1 は、
第 1 期末時点における保険契約の経済価値を表す。 
-VCE1=-{P2-S2/(1+i)-RP2/(1+i)} …3.1.4 





3.1.5 式の左辺は、3.1.3 式より VCE0 であるから、これを用いて表すと、以下
のようになる。 
VCE0=SP1/(1+i)+SP2/(1+i)2 …3.1.6 














を意味する利子率を i とすると、以下のように算定される。 
有価証券=-P1+S1/(1+i)+RP1/(1+i)+SP1/(1+i)-P2/(1+i)+S2/(1+i)2 
+RP2/(1+i)2+SP2/(1+i)2 …3.1.7 
この 3.1.7 式を変形すると、3.1.8 式になる。 
有価証券=-{P1-S1/(1+i)-RP1/(1+i)}-{P2/(1+i)-S2/(1+i)2-RP2/(1+i)2} 
+{SP1/(1+i)+SP2/(1+i)2} …3.1.8 





③ 第 1 期の処理 
保険契約が開始され、1 期首に P1 だけ保険料を受領し、受領した現金を有価
証券に投下すると、つぎの会計処理がなされる。 





この有価証券を 1 年間運用すると、第 1 期末には、利子分だけ有価証券が増
加する。 
［有価証券 i（－VCE0＋P1）＋iVCE0／利息（純利益） i（－VCE0＋P1）＋iVCE0］ 
また、同時期に、保険負債が、時の経過により利子分だけ増加する。 









また、第 1 期末には、第 1 期に係る保険金額 S1 や保険者の報酬額（利益額）
RP1・SP1 だけ有価証券が償還され、以下の会計処理がなされる。 
［現金 S1＋RP1＋SP1／有価証券 S1＋RP1＋SP1］ 
当該資金によって保険金の支払が行われ、これとともに、保険負債が減少する。 








    =-(1+i)VCE0+{(1+i)P1-S1-RP1} …3.1.10 




この式の右辺の VCE1 を左辺に移項すると、3.1.13 式が導かれる。 
(1+i)VCE0-VCE1=(1+i)P1-S1-RP1 …3.1.13 
3.1.10 式の第 2 項は、3.1.13 式より（1＋i）VCE0－VCE1 と整理され、よって、
3.1.10 式は以下のようになる。 
保険負債=-(1+i)VCE0+(1+i)VCE0-VCE1=-VCE1 …3.1.14 
これは、3.1.4 式において示しているとおり、保険負債の第 1 期末における測
定値である。 
つぎに、有価証券に関するものを取り出すと、以下のように示されるが、こ
れは、保険金及び配当金支払後の有価証券の第 1 期末の測定値である。 
有価証券=-VCE0+VCE0+P1+i(-VCE0+P1)+iVCE0-S1-RP1-SP1 
   ={(1+i)(-VCE0+P1)-S1-RP1}+(1+i)VCE0-SP1 …3.1.15 
ここで、3.1.3 式に（1＋i）を乗じて、右辺の第 1 項を左辺に移項して整理し、
さらに、3.1.4 式の結果を用いると、3.1.16 式が導き出される。 
(1+i)(-VCE0+P1)-S1-RP1=-{P2-S2/(1+i)-RP2/(1+i)}=-VCE1 …3.1.16 
3.1.16 式より、3.1.15 式は以下のようになる。 
有価証券=-VCE1+(1+i)VCE0-SP1 …3.1.17 
ここで、3.1.6 式に（1＋i）を乗じて、当該式右辺の第 1 項を左辺に移項すると、
次式が出来上がる。 
(1+i)VCE0-SP1=SP2/(1+i) …3.1.18 






      =(1+i)VCE0-SP1 …3.1.20 
3.1.20 式は、3.1.18 式を用いると以下のようになる。 
期待超過利益=SP2/(1+i) …3.1.21 
これが、第 1 期末の期待超過利益の測定値である。 













3.2.1 式を変形すると、3.2.2 式になる。 
有価証券=-{P1-S1/(1+i)-RP1/(1+i)}-{P2/(1+i)-S2/(1+i)2-RP2/(1+i)2} 
+iVCE0/(1+i)+iVCE0/(1+i)2+VCE0/(1+i)2 …3.2.2 














変動し、第 1 期末においては、有価証券は次式によって測定される。 
有価証券=-VCE0+VCE0+P1+i(-VCE0+P1)+iVCE0-S1-RP1-iVCE0 
    ={(1+i)(-VCE0+P1)-S1-RP1}+VCE0 …3.2.4 
この式の第 1 項は、3.1.16 式より－VCE1 と等しく、従って、3.2.4 式は、3.2.5
式となる。 
有価証券=VCE0-VCE1 …3.2.5 
第 2 期においても、第 1 期と同様の方法で有価証券の測定が行われる。 
 
（３）比較 











































































（Ibid., para.22 を参照）。 
3) 例えば、IASB [2013a] para.18 と IASB [2017] para.32 を比較してみると、
IFRS17 で規定される保険負債の測定の基本的な構造は、ED から変更がないと解
釈される。 
4) IASB [2017]では、IASB [2013a]と同様、保険負債は、履行キャッシュフローと
契約サービスマージンを合計した数値で測定される（IASB [2017] para.32 及び










ることが報告されており（Horton [2007] pp.193,195 を参照）、また、EV の開示
によりビッドアスクスプレッドの情報の非対称性に関する要素が低減されること









7) 詳細は、川﨑［2014］47 頁を参照。 
8) VCE という表記は、Bøhren [1983] を参考にしている。また、確実性等価の概念
については、野口・藤井［2000］18-32 頁を参照。 




11) 経済学における主観価値としての資本の概念は、Lindahl [1939] pp.96-99（原訳 
［1962］88-91 頁）を参照。 
12) Edwards and Bell [1961] p.42、斎藤［2003］202 頁、川﨑［2014］48 頁を参照。 
13) IASB などの会計基準設定機関において、保険負債の経済価値測定が採用されな
い理由の一つとして、現行の会計基準では、いわゆる主観のれん（自己創設のれ









また、この他の理由として、川﨑［2016］84 頁注 114 での記述と同様の内容が
考えられる。 
14) Horton et al. [2011]、 Macve and Serafeim [2006] に学んでいる。 
15) 川﨑［2014］51 頁を参照。また、この点は、斎藤［2013］33 頁が参考になる。 
保険負債の経済価値測定と期待超過利益の会計処理 
45 
16) 川﨑［2014］41 頁を参照。 
17) 詳細は、川﨑［2013］76-77 頁、川﨑［2014］41 頁を参照。 
18) 同上 50 頁を参照。 
19) ある勘定を 0 で測定する場合、認識しないことと同じであるという考え方もある
（例えば、IASB [2013b] para.2.36 を参照）が、本稿では、そもそも認識しない
ことと、認識して 0 で測定することは区別して考える。 
20) Rees and Shane [2012] pp.795-802 では、純利益とその他の包括利益（OCI）を
区分する基準として、持続性の程度、主たる営業活動、経営者の統制、再測定を

















れている（FASB [1997] para.18 を参照。FASB [1997] は、現在の Accounting 





















25) Lindahl [1939] p.98（原訳［1962］89 頁）が参考になる。 















32) 川﨑［2014］57 頁を参照。 
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